
ちりつもドリル 1日1枚、ちりつも。

中1 理科 ポイント 名前

エネルギー 3 凸レンズのはたらき ＿＿＿ 月 ＿＿＿ 日

まとめ 凸レンズと焦点

中央が厚くなっているレンズを凸レンズという。凸レンズの軸(光軸)に平行

に入った光は、屈折して1点に集まる。この点を焦点という。

レンズの中心から焦点までの距離を焦点距離という。焦点はレンズの両側

に、レンズの中心から同じ距離のところに1つずつある。
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法則 3本の光の道筋

① 軸に平行な光 → 屈折して反対側の焦点を通

る。

② 焦点を通ってレンズに入った光 → 屈折して

軸に平行に進む。

③ レンズの中心を通る光 → そのまま直進す

る。

● この3本のうち2本の道筋がわかれば、像ができる位

置を作図で求められる。

● 物体がちょうど焦点の2倍の位置にあるとき、実像も

焦点の2倍の位置にでき、物体と同じ大きさになる。

物体の位置 像の位置 像の大きさ

焦点の2倍より遠い 焦点と2倍の間 物体より小さい

焦点の2倍 焦点の2倍 同じ

焦点と2倍の間 焦点の2倍より遠い 物体より大きい

焦点の上 できない ―

焦点より内側 (虚像)レンズの物体側 物体より大きい

図 実像(物体が焦点の外)

物体が焦点より外側にあるとき、光はレンズを通ったあと1点に集まり、物体

と上下左右が逆向きの像ができる。これを実像という。スクリーンにうつすこ

とができる。
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図 虚像(物体が焦点の内)

物体が焦点より内側にあるとき、光はレンズを通っても1点に集まらず広が

る。この光を逆向きに延長した先にできる、物体と同じ向きの大きな像を虚

像という。スクリーンにはうつらず、レンズごしに見える。

光と色太陽の光(白色光)はプリズムを通すといろいろな色の光に分かれる。

物体の色は、物体が反射した色の光が目に届くことで見える。
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